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三成分コーン貫入試験は、静的圧入によるサウンディング試験の一種で軟弱地盤では連続した信頼性の高いデー

タが得られ、欧州や北米では最も一般的な地盤調査試験法として定着している。日本では、試験機の小型化、高性

能化（写真-1参照）に伴い今後の普及が期待される。 

三成分コーン貫入試験は、コーンを地盤に貫入すること

により試験機に内蔵されているセンサーによって、コーン

の先端抵抗 qt、間隙水圧 u を測定する。他に周面摩擦 fs

を同時に測定するものが主流となっている。 

コーンの形状  （直径 35.6mm） 

コーンは写真-2に示すように先端が円錐形（先端角 60゜、

底面積 1000mm2）のものを使用する。また、先端円錐形の

肩部から 300mm 間はコーンの外径は一様である。これは、

形状の違いが先端抵抗に影響が及ばないためである。 

試験方法 

・ 貫入速度：20+5mm/s を標準とする。 

・ フィルターの飽和（脱気）を保つ。 

・ 調査地点は１ｍ以上離す。 

・ 先端抵抗と間隙水圧の測定は 100mm 以下の間隔で

測定する。 

水圧を考慮した先端抵抗ｑｔ 

コーン貫入抵抗ｑｃは貫入時に発生する水圧を考慮する

必要がある。次式に基づいて水圧の影響を考慮した先端抵

抗ｑｔを求める。 

 

 

 

 

 

三成分コーン貫入試験は深さ方向に連続して測定値が得られるた

め、粘性土中の砂の薄層の検出などは容易である。図-1 は典型的な

三成分コーン試験の測定結果例である。図-1 においてｕは測定され

た間隙水圧、ｕ
0

は静水圧を表している。 

・ 粘性土層では先端抵抗が小さく、低い透水性を反映してかなり大

きな過剰間隙水圧の発生が認められる。 

・ 砂質土層では先端抵抗が大きくなり、高い透水性から過

剰間隙水圧は残留せず、静水圧に近い値を示している。 

土質分類図表（Robertson：ロバートソン） 

三成分コーン貫入試験のデータを詳細に活用することによ

って、先端抵抗Ｑ
ｔ

に対する周面摩擦比Ｆ
ｔ

と間隙水圧比Ｂ
ｑ

との関係に基づき土質分類図表が提案されている。 

また、試験結果から、 

・粘性土の粘着力ｃu、 

・砂質土の相対密度 Dr,せん断抵抗角φ,液状化抵抗の評価 

を求める式などが提案されている。 

三成分コーン試験機は、宅地での調査を目的とし、小型貫

入装置を利用した試験装置の開発が進んでいる。戸建住宅の

地盤調査法として三成分コーン試験が普及していくためには、

コストダウンと判定結果の精度向上が必要といえる。 

試験方法 

試験結果の整理と解釈 

図-1 三成分コーン貫入試験の測定例 

Ｐ ：コーン内部の荷重計によって測定された力（ｋＮ） 

Ａe：有効断面積（㎡） 

Ａp：コーンの底面積（㎡） 

ｕ ：間隙水圧（ｋＮ/㎡） 

ｑc：Ｐ/Ａｐとして直接求められる先端抵抗（ｋＮ/㎡） 

図-2 Robertsonによる土質分類図表 

写真-1 試験機全景 写真-2 コーン 

注）写真-1、写真-2 は基礎地盤コンサルタンツ株式会社のホーム

ページに掲載されている写真を転載しました。 

http://www.kiso.co.jp/tec/chosa/sub/MPS.htm 

三成分コーン貫入試験 

地盤工学会基準 （JGS 1435-2003） 

「電気式静的コーン貫入試験方法」に規定されている地盤調査法 

（ＣＰＴＵ：コーンペネトレーションテスト Ｕ：間隙水圧測定） 

参考文献：地盤調査の方法と解説（地盤工学会：ｐ301～309） 

今後の課題 


